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学校活動支援サービスの概要

● 国内の小・中学校・高校から大学までと海外の学校を同
年代同士オンラインでつなぎ、社会課題について議論す
るアクティブラーニング授業を実施。

● 世界67カ国546校の連携校を持ち、日本校と授業を実
施、日本校の探究テーマや授業の回数、頻度、進行スケ
ジュール等、日本校の要望に応えることが可能。

● 国際交流授業中に生じる言語障害は弊社スタッフがシス
テム上でサポートを行い、児童・生徒の言語レベル・成長
度に合わせて進行業務を調整ができる。

● 年間単位で2カ国の同世代と一緒に身近な社会課題を考
え、最後は児童・生徒が取りまとめた実装モデルを世界
数10カ国以上の中高校生が募る世界大会で発表し、そ
の後にある海外生徒との意見交換やフィードバック等を
通して多角的な視点で思考を深め、課題解決力を磨くプ
ログラムである。

ツールの特徴（他の製品との違い）

活用場面
● 外国語
● 総合的な探究（学習）の時間
● 情報
● 技術・家庭科
● 専門高校等において、「情報Ⅰ、Ⅱ」の代

替等として実施される科目 等  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学校活動支援サービスの概要

①丁寧な事前サポート ②海外校とのコーディネート ③事後報告会の開催

ワークシート
サンプル

営業部（5名）、教育部（4名）による連携で丁寧な
サポートを実施。事前には授業内容に合わせた
ワークシートや目標設定アンケートを配布。また日
本生とのZOOMオリエンテーションを実施し通信
やZOOM操作の確認をした。事後には英語表現と
ZOOM操作のマニュアルを共有した。学校の担当
教員との事前打ち合わせを 2回以上実施。

海外事業部（日本人2名、外国人6名）による連携で、
授業内容や学校のプログラム実施時間帯に合わせ、
海外校の選定〜調整、海外生の指導までを包括的に
実施した。弊社外国人スタッフのサポートのもと、海外
生が円滑に授業に参加できるようにオリエンテーショ
ンを実施した。

授業アンケートや授業観察を用い、国際交流授
業を通した児童・生徒の成長をまとめた「学びの
レポート」を作成し、担当教員と振り返り打ち合わ
せを実施した。今後の授業の展開に関するアド
バイスや意見交換を行った。

※こちらのサポートは通常サービスの一環として行っ
ているものと同様である。
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導入実績および事例の紹介

学校等設置者等 参加数

学校法人 1

教育委員会 29

校種 実施校数 参加者数 公立/私立

小学校 5 352 公立：5校

中学校 5 1373 公立：5校

高等学校 39 7786 私立：1校/公立：38校

①本事業においてサービスを導入した学校等設置者数

②本事業においてサービスを導入した学校種ごとの学校等教育機関数
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学校活動支援サービス導入による成果

ここでは、プログラム前後に生徒に実施していただいた自己評価アンケートの結果を基に成果をまとめていき
ます。自己評価フォームでは、4つの観点をStep1からStep5（最大値Step5）で5段階評価をし、その変化率を
調査しました。

まず、英語力に関して「私は、英語を使いコミュニケーションを図ることができます。」という項目を問い、事前

ではStep3~4が39.9%であったのに対し、事後では67.7%にまで上昇していた。生徒からは英語でのコミュニ
ケーションでは、言語力だけではなく非言語的コミュニケーションによる気づきや、英語の多様性（発音や表現
方法）から自分の英語に自信をもった生徒が多いことがわかりました。

次に、異文化理解力 に関して「私は、異なる国の文化や人々などを理解し、尊敬しながら接することができ

ます。」という項目を問い、事前ではStep5が31.5%であったが事後では43.7％と12.2%向上する結果となり
ました。この項目に関しては、事前の時点で全体的な数値としては高い評価が多かったが、プログラムを経験
することで、今までの感覚的な意見から、実体験として異文化を尊重できる態度を確かめることができたようで
す。特に、文化を交流する中で違いに注目した際に、その違いをまず受け入れることで、新しい価値観への気
づきと、自分を見直すきっかけになったという意見もありました。

3つ目には自国理解の観点 で、「私は、日本についてよく理解し、日本の魅力を世界に発信したいと思って

います。」という項目を問いました。この項目においては著しい変化が見られ、Step4,5の合計値を事前と事後
で比較すると、事前では38.5%に対して、事後では77.8%まで向上し、大多数の児童・生徒が自国の魅力を
感じ、それらを発信したいという思いをもったことがわかります。主な理由としては交流の中で「自分の国では
こうだけど、あなたの国ではどうですか」と自国と相手国を比較しながら質問をし合う中で、海外生から日本の
魅力や文化的特徴に前向きなフィードバックをもらうことが多かった事が挙げられます。また日本の文化につ
いて海外生が関心をもって聞く姿勢からこのような変化があったと考えられます。

最後に国際平和の観点 で、「私は、世界の人々と関わることが、将来の世界平和につながると考えていま

す。」という項目を問いました。Step5の数値は事後に12%向上しました。児童・生徒の感想からは、「交流した
ことがない国に関してテレビのニュースからネガティブな情報しかありませんでしたが、目の前で話をした生徒
は、良い意味で私たちと同じように暮らしていることが分かった。今後、街で海外の方を見かけたら自分から話
しかけてみたい」と平和の観点に加えて多文化共生の視点が養われていました。
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サービス導入にあたっての課題とその改善策

＜接続のトラブル＞
インターネット回線の問題で、安定した接続環境での
コミュニケーションが取れないグループがいくつか発生
した。音声に関しての不具合もあった。

特に公立小学校ではインターネットのキャパシティが
足りていなかった。
事前に行った接続テストでは上手くいっていても、当日
の天気や他のクラスでのインターネットの使用状況に
も左右されてしまった。

①複数人でデバイスを使用し、イヤホンをスプリッター
を使う事で、デバイスの台数をおさえつつ、音声の不
具合も解消できる。
②ポケットWi-fi等の使用や、教室を分散していただく
などインターネットの負担をへらす。
③Zoomのトラブルマニュアルの作成（すでに実施）

＜日程調整のスムーズさ＞
学校からいただいた希望日での実施が難しく学校で
の時間割り変更をお願いすることがあった。

学校の行事予定が似通っていることもあり、希望され
る日程が重なった。
2学期から実施を希望する学校が多かった。

①弊社での1日の対応可能数を改善する。
②採択後すぐの7月や8月にも利用しやすいようなプロ
グラム作りを行う。

＜参加校の英語レベル差によるサポート体制や内容
の工夫＞
生徒によっては英語でのコミュニケーションに自信をも
てない状況があった。

学校や生徒による英語力の差が大きい中で、学校ご
とに英語レベルや準備状況を把握することが難しかっ
た。

①プログラム冒頭でにアシスタントと生徒が打ち合わ
せをし、相手に合わせたサポートができるような設計
をする。

課題 原因 改善策
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サービスを利用した児童・生徒・教職員等のコメント

先生方の感想
＜良かった点＞

● 今回のプログラムを通して、本校生徒は英語を用いて、緊張しながらも自分の気持ちを伝えようした

り、相手のことを理解しようとしたりしていました。また、生徒からは出来なかったことからの再挑戦の

気持ちや、出来た達成感から英語学習に対するモチベーションが上がるきっかけを提供できたことが

大変ありがたかったです。

● グループに入ってくださったファシリテーターのおかげで、準備不足や学校では指導しきれなかったと

ころを補っていただけました。

● 実態に応じ適切なタイミングでファシリテーターからサポートが入り無理なくコミュニケーションが取れ

たことが良かったです。小学生でも交流が出来ました。

● 授業案からワークシートの作成までしていただき、教師が事前に準備するものはほとんどなかったの

で、負担なく国際交流を行えたことがとても良かったと思います。

● 一人一台PCでZoomを通じて交流できたことはICT教育の観点からも良かったです。

● 生徒が、東南アジア諸国やアフガニスタンなど、普段交流することのできない国の高校生とコミュニ

ケーションを行い、食生活や学校生活のことなど、リアルな声を聞くことができました。交流をしている

最中、生徒がずっと笑顔で楽しそうにしていました。

● 事前にオリエンテーションという形で接続の確認やコミュニケーション手法、内容の説明までしていた

だけたので、生徒の理解度が高いままプログラムに参加できました。

● 全校生徒約1000人に国際交流の機会を与えられました。学校独自では不可能でした。

＜改善点＞
● ZOOMやイヤホン・マイクの環境により声が聞こえにくい状況がありました。（本校も海外校も）ICT環

境の整備が整うと良いと思いました。
● グループ内の生徒の相性によっては円滑にコミュニケーションがとれないグループも見受けられまし

た。
● 時間の関係で準備していた質問を全て行うことができなかったグループもありました。
● 学校のインターネットの関係で1人1台での実施が出来ず、グループで1台を使用してプログラムに

入ったため、他のグループの声が入ることや、相手の声が聞きづらい事がありました。

児童・生徒の感想
＜良かった点＞

● 英語を使って海外の人と話をすることで、改めて自分の英語レベルが把握できました。
● 授業の中ではペアトークなどで英会話が出来ていたが、実際に海外の人と話してみると全然伝わら

なかったり、聞き取れなかったりしたことが驚きでした。それでもジェスチャーや表情、チャットを使って
伝わった瞬間は嬉しかったです。

● 海外の生徒が日本のアニメについてとても詳しくて、共通の話題で盛り上がることができました。改め
て日本のアニメ文化の影響力を感じました。

● 相手のことを理解しようとする、理解できなくても相手に相手に寄り添うように考えることが大切だと思
いました。

● ネットの回線が上手く行かない場合でもグループで話し合い、解決に向かえたことは良かったです。
● 私のグループは日本を含めて3か国が集まりました。それぞれの文化の違いや考え方をもって交流

ができたので、比較しながら学ぶことができました。

● 相手も英語が第2言語だったので、気持ちが楽でした。自分の英語が世界でも通用するのだと分
かって嬉しかったです。

● 普段英会話者と話すのは大人のALTだけですが、今回は同じ年代の子と話すのは初めて
だったのでワクワクした気持ちで学習できました。

● 私は知らない人や新しい場面で緊張が強くなってしまうのですが、どの場でもどの国フレンド
リーに接してくれる人はいると知れたので、安心して積極的に話せるようになりたいです。

● 街で海外の人を見かけたら今度から話しかけてみたいです。

＜改善点＞
● オンラインだと話すタイミングなどが難しく、スムーズはコミュニケーションをとるには慣れが必要だと

思いました。

● 相手が積極的に様々な話をしてくれ、こっちが理解していないのを見て言葉を言い換えたりし
てくれていたが故に、申し訳ない気持ちが強かったです。

● 英語が聞き取れなくて自分達だけでは、上手く会話が出来なかったです。
● 海外生の反応が悪い時に、自分達の英語力のせいではないかと思い、緊張しました。
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会社概要

商号：株式会社With The World
設立：2018年4月2日
資本金：18,000,000円
事業内容：

＜オンライン＞問題解決型国際交流協働プログラム（SDGs＆異文化理解）

＜事前事後研修＞海外/国内渡航前 探究学習（探究型修学旅行）

＜海外/国内実地研修＞オンライン×実地研修で探究を深める SDGsフィールドワーク研修

許可番号：  兵庫県知事登録旅行業第3－827号
本社所在地：

〒650-0035
兵庫県神戸市中央区浪花町56 三井住友銀行神戸本部ビル2階起業プラザひょうご内

URL: https://withtheworld.co/ Tel:078-600-2294


